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図 4 ヶージ内 汚染の潜れ出し (ケージ内斬面)
図3 流速および気流の方向 (幅中央断面)
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イロメントとしては25-26℃は適正な温度の
許容範囲とされている｡
<絵 ･排気風量分布>
実機モデルによる風量分布の測定
エアカーテン風量の分布は､図6に示す｡
*実機においては､ラック各段､各ケージ-の
風量の分布が重要になる｡ この図は給気の代
表としてエアカーテン風量を実測したグラフ
である｡ 各棒がケージ位置に対応するが､非
常に均一で､平均値を100%としたとき､98
-103%に入っている｡
排気風量の分布は､図8に示す｡
*前記同様､背面排気チャンバーの各ケージに
対応する位置で排気風量を測定した｡これも
また均一で､平均値の98-103%の間に入っ
ている｡
尚､図4,図5のシミュレーション結果は,
モデル機による気流可視化試験によっても確
認された｡
< まとめ >
コンピューター ･シミュレーションの結果は下記
の通りである｡
(〇ケージ内からの汚染空気の室内-の拡散はほぼ
完全に阻止された｡
②室内空気のケージ内-の流入もほぼ完全に阻止
された｡
③ケージ相互間の汚染伝播も解消された｡
④4匹/ケージ程度であれば､ケージ内給気の温
度上昇は6℃ (20-26℃)程度の適正温度の許
容範囲に押さえられた｡
扉の無いエアカーテン式の操作性の良いラック
で､Microlso】ationSystemに匹敵する汚染拡散防
止機能を備えた､かつ飼育操作性の良いシステムを
開発することができた｡今後､実機による飼育実験
を計画し､本システムの効果を確認するとともに､
使用者の意見を取り入れながら､更により完全なシ
ステムを確立したい｡
